
同窓会だより

　わが母校崇徳学園は、1875年（明治8年）に創立され、県内でも有数
の歴史と伝統を誇る学園です。2020年度の高校の特別進学コースに
続き、今年度は中高の新入生に女子生徒を受け入れ、完全共学校として
歩みはじめました。
　文化系クラブはもちろん、新設の運動部においても、女子生徒の活
躍の場が増え、学園はますます活気あふれる学びの場となりました。
　これからも親鸞聖人のみ教えに基づく「崇徳興仁　務修礼譲」の
教育理念を守りながら、男女共学化を推進し、世界で活躍する同窓生
たちを輩出してくれることを念願しております。
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同窓会 Message!

　崇徳学園の運営につきましては日
頃より同窓生の皆様から格別のご
理解ご協力を賜り厚く御礼申しあげ
ます。
　今年も新型コロナウイルス感染症

拡大にともない同窓会諸行事が中止され、みなさまの元
気な姿が見られなくて大変残念に思います。
　緊急事態宣言やまん延防止等重点処置の期間があっ
たなか、本通り商店街、デパート、ショッピングセンター、
飲食店、などで人流が増えており、新型コロナウイルス感
染者の増加が止まりません。ひところの恐怖感が薄れて
きたのは、やはり、「慣れ」なのでしょうか。
　約100年前の1918年から1920年の3年間、世界中でス
ペイン風邪が大流行して4000万人以上の死者を出した
と推定されています。この時の世界人口は約18億人でし
た。原因はインフルエンザウイルスです。専門家によると、
なんとウイルスは細菌でも細胞でもなく、直径は細菌の10
分の1以下と小さく、他の生物に感染して自己複製すること
から、生物と無生物の境界と言われています。しかもウイル
スは、人類よりもはるかに古くから存在し、人間のDNAの
約４割はウイルスとその類似配列でしめられており、人類
に良いことをすれば、悪いこともすると言うのです。もともと
人間が、挑んで勝てる相手ではないのですね。
　どうやら「withコロナ」と言う形で人類は今後どのよう
に生きて行くかが問われているようです。

　「悲観的な人はチャンスの中にいつも困難を見つける。
楽観的な人は困難の中にいつもチャンスを見つける」とウ
インストン チャーチルが言っています。
　さて学園の近況報告です。
　８月6日学園では、原爆忌法要を午前8時15分から行
いました。76年前原爆犠牲者は、先生10名生徒512名の
尊い命が失われました。学園建物は、鉄筋コンクリート造
りの外郭のみが残る講堂だけでした。学園再開は、昭和
20年10月1日外部のみが残る光道小学校の建物を借用
し生徒305名、6教室で再開しました。昭和21年11月21日
焼け残った崇徳学園講堂内部に木造2階建て12教室を
作り、生徒約600名で授業を再開しました。
　令和3年8月6日、連日35℃前後の猛暑日が続いてい
る現在の崇徳学園は、教育環境が整いトップクラスと言
われています。冷房中の教室では、夏休み中にも関わら
ず、熱心な補習授業が行われています。クラブ活動では、
全国高等学校総合体育大会　北信越総体2021に出場
のため、柔道部、バレーボール部、体操競技部、ボクシン
グ部、自転車競技部、陸上部、水泳部が、また、第45回全
国高等学校総合文化祭に新聞部が、令和３年度全国中
学校体育大会には、剣道部、柔道部が参加をしており、良
い結果が期待されています。76年前の惨状を心に深く刻
み、現在の日常があることに感謝をし、親鸞聖人のみ教え
を大切に育んでまいります。今後ともご支援を賜りますよ
うお願い申しあげます。

理事長あいさつ 学校法人 崇徳学園 理事長　奥田 耕造（昭和40年卒）

　同窓会の皆様方には、日頃より母
校の教育活動に多大なご支援、ご
協力を賜り厚くお礼申しあげます。
　崇徳中学・高等学校は、学習とク
ラブ活動を共に懸命に頑張る姿は、

先輩方から引き継がれてきた「文武両道」の精神が現在
でも健在であることを示しており、頼もしい限りです。さらに
強く逞しく成長していってほしいと願っているところです。
　日本の教育界を取り巻く環境は、私が高校生の頃と
は全く違った状況で、今後もこれまで以上に変化の波が
押し寄せてくることが予想されます。御承知のとおり、世
界はここ十数年のうちに目まぐるしくグローバル化が進
み、その結果、各国の経済的な結びつきは強化され、科
学技術も加速度的に進化してきました。しかしながら、
負の側面をもつ事象が地球上の一点で発生すれば、瞬
く間に全世界に影響を及ぼすようになることも意味しま
した。現在、人類の健康に、各国の経済に大きな打撃を
与えている新型コロナウイルスによるパンデミックはそ
の象徴ともいえる災禍です。
　また、わが国では、急激に少子高齢化が進み、人口が

減少する現状を踏まえて、今後の社会保障の在りかた、
労働力の確保、限界集落を抱える地域への対応等の
待ったなしの課題を解決するための方策が求められて
います。これらの課題に立ち向かい、「持続可能な社会
の実現」を目指すためには、基本的な知識、技能を身に
つけた上で、自ら考え、判断し、表現する力を磨き、他者
と協働して主体的に学び、課題を解決していく総合的な
「学力」が求められます。生徒がこれらの力を涵養し、更
に上級学校で伸ばしていくために、崇徳学園として何が
できるかを検討してまいります。また、運動部・文化部の
活動においては、インターハイでの好成績が期待できる
もの、全国高等学校総合文化祭に県を代表して参加す
るものなど多士済々です。
　このような学校の現状を見るときに、常に感謝申し上
げるのが同窓会の皆様の、まさに物心両面に渡るご支
援でございます。生徒たちの成長をご報告できるように
することが、私どもにとって最大のご恩返しであると肝
に銘じて教育活動に邁進していく所存です。
　同窓会の皆様方にはこれからも、本校への変わらぬ
ご支援をお願いいたします。

校長あいさつ 崇徳中学校・高等学校 校長　絹谷 徹（昭和53年卒）

　同窓会のみなさまこんにちは。先日、自宅近くの手
賀沼湖畔を早朝に散歩していたとき、月のような日
の出を目にしました。周りの雲などの影響なのか。不
思議な光景で綺麗でした。宇宙の無限と人間の有
限を垣間見ているようでした。真理を追求すること
科学という。真理にどれだけ近づけるかであるが、
きっちりそれそのものにはならない。この科学的真
実は、「神のみぞ知る」と考えています。covid-19（新
型コロナウィールス）だけでなく、科学一般につい
て、真理（事実）に到達することはまずありえない。私
たち科学者は真理に迫ろうと生涯をかけて努力して
いますが、いくら頑張っても近づくことで精一杯で
す。真理（真実）と思ったことが、後で間違いであった
ことに気づくことを繰り返しています。謙虚な気持ち
で自らの基礎代謝も高めていきましょう。
　いま世界を襲っているcovid-19のような、人類が
初めて出会う病原体による感染症は、新興感染症と
よばれます。比較的最近に限っても、後天性免疫不
全症候群（エイズ）、エボラ出血熱、重症急性呼吸器
症候群（SARS）、中東呼吸器症候群（MERS）など、
人類はこれまでも何回も新興感染症に見舞われて
きました。一体これらの病原体はどこからやってき
たのでしょうか。結論からいうと野生動物です。様々

な野生動物の中で共存していた病原体が、何らかの
契機で人に感染し、やがて人から人へと感染するよ
うに適応変化してきたものです。実際、今では人類
に特徴的と考えられている多くの感染症、たとえば、
麻疹、結核、天然痘、インフルエンザ、百日咳なども、
過去数千年から１万年ほど前の間に、牛、豚、鳥など
の動物から人に感染し、やがて人から人へのみ感染
するようになったと考えられています。これは旧大陸
で人類が、人口密度の高い農耕定住生活を始め、牛
や豚などの野生動物を家畜化していった時期に相
当しています。カリフォルニア大学ロサンゼルス校の
ジャレド・ダイヤモンド教授はその有名な『銃・病原
菌・鉄』（Gunns,Germs,andSteel）という本の中
で、これら人類の感染症は家畜化された動物からの
「恐ろしい贈り物である」と言っています。その後数
千年の間に、旧大陸の人類はこれらの病原体に対し
て一定の抵抗力を獲得しますが、現在でもまだ天然
痘を除くほとんどの病原体は、完全には駆逐されて
いません。今、ポストコロナ時代の社会の在り様につ
いての議論が盛んですが、はるか数万年の期間に及
ぶ現生人類と感染症との長い戦いとの共存の歴史
に思いを馳せてみるのも、意味のないことではない
かもしれません。

関東支部長あいさつ 関東支部会長　室﨑 宏治（昭和46年卒）

　コロナ禍で１年延期され、折しも４度目の｢緊急事
態宣言｣が出されて内外から賛否の声が上がる中で
開催された東京五輪。選手のみなさんにとっては、先
の見えない日々を耐えて漸く辿り着いた晴れの舞台。
ベテラン、初出場、或いは兄妹選手や難民選手団…
のアスリートたちがメダル獲得で歓喜の涙を、逆に思
わぬ敗退で悔し涙を流し…悲喜こもごも筋書きのな
いドラマが繰り広げられました。中でも、10代の若い
力の躍動が際立ったのが印象的でした。 
　テレビの画面越しながら、こうした選手のみなさ
んの熱い、弾けるような戦いぶりを目にした時、何故
かふと「青春」という言葉が頭に浮かびました。「青
春」＝広辞苑の説明の一つに『人生の春にたとえら
れる時期』というのがあり、まさに彼らにぴったりの
形容だと一人合点をすると同時に、私自身が母校在
学中、早朝から夕方遅くまで汗みどろになりながら
励んだ陸上競技のことを思い出しました。対岸の女
子高を(無意識のうちに？) 意識しながら大芝の堤
を走ったこと、戸坂峠や神社の階段を使っての厳し
い練習、或いは学校から自転車で通った観音の総
合グラウンドでのこと等々…。中でも、入学時の全
校生による校内マラソン大会や中国駅伝（中国新

聞福山支社～同本社＝約108㎞）で頑張った記憶
は、懐かしく思い出されました。今では、競技中に水
等の飲み物を摂るのは当たり前になっていますが、
私たちの頃は「絶対に禁止」され、唯一喉の渇きを
癒せるのは生のレモンをかじることくらいでしたの
で、隔世の感があります。
　また、今年は2年ぶりの夏の甲子園（第103回大
会）も開催され、全国から49代表校が出場、日本一
をかけて熱戦を繰り広げました。県大会で初戦から
順調に駒を進めた我らが母校は、惜しくも準々決勝
で無念の涙をのみ、念願の甲子園出場は叶いません
でしたが、来年に繋がる活
躍を見せてくれたことは心強
く感じたところです。さらに、
今夏は25回目を迎えた全国
高校女子硬式野球選手権
大会の決勝が初めて甲子園
で開催され、時代の流れを
大いに感じた次第です。 
　五輪、球児の大会から図
らずも思い描いた私の「青
春考」です。

関西支部長あいさつ 関西支部会長　久保田 菊男（昭和32年卒）



　同窓会だより第33号をお読みいただき
ありがとうございます。
　同窓会会員の皆様方には、各地でご活
躍のことと存じます。
　この度、同窓会だよりを発行するにあた
り多くのご協力をいただけましたことを心
より感謝申し上げます。コロナ禍で人と対
面で会う機会が少なくなる中、同窓会とい
う人と人を繋ぐ場としての使命を感じてい
ます。今後も母校発展のため、同窓生の力
を結集できるよう努めてまいります。
（平成16年卒　益田 和幸）

同窓会 Message!

4 Sotoku-Konin 同窓会だより 5Sotoku-Konin 同窓会だより

Message! 同窓会 活動報告・活動計画

　母校同窓会会員の皆様、平素は
同窓会活動に何かとご理解ご協
力賜り誠にありがとうございます。
　本年度、毎年楽しみにしている入
学式・宗祖降誕会・PTAとの懇親

会・関東関西支部総会等も参加できない状況でした。
　昨年より蔓延しております新型コロナウイルス感染
症の影響等を考慮しながら同窓生や生徒のみなさま
との交流を途絶えさせない、「未来へ繋ぐ」というテー
マのもと今年度に限り感染防止対策を万全に行ったう
えで「総会および講演会」という形式にして動画配信
も行う予定にしていましたがこちらも結局開催断念せ
ざるしかなくなりました。
　同窓会名簿作成・同窓会だより刷新・ホームページ
刷新と昨年は取組んできましたが、今年度は同窓会公
認キャラクターコンテスト【あなたが想う崇徳】という
テーマで生徒にデザイン、ネーミングを決めてもらうコ
ンテストの開催、東京2020パラリンピック射撃混合エ

アライフ伏射に選ばれた平成３年卒の佐々木大輔選
手を祝し横断幕の設置、学園の２階スクールプラザの
ベンチおよび机の寄付、今年度新入生７２６名を迎え
る事になり奨学金の額、人数を増やすというような活
動に取り組みました。
　学園も女子生徒がこの2年間で300名を越し雰囲
気も変わり、己斐上グランドも完成、スポーツにも力を
入れられる環境づくりも出来上がってきています。
　本学園同窓会は「徳を尊び、思いやりの心を起こす」
という「崇徳興仁」の精神で、歴代の会長、役員の方々
が築いてこられた「顔の見える同窓会」の精神を継承
させて頂いています。
　創立150周年という大きな節目に向けて誇りのもてる
母校発展と在校生の応援が叶えるような輝ける同窓会
を目指して、役員や幹事の皆様と精進努力して参ります
ので、改めまして皆さんどうぞ宜しくお願い致します。
　同窓の皆様の今後のご多幸を祈念しご挨拶とさせ
て頂きます。

同窓会会長あいさつ 崇徳学園同窓会会長　松田 宜久（昭和61年卒）

編集後記

会　長 　昭和61年卒 　松田　宜久
副会長 　昭和31年卒 　森正　耕太郎
 　昭和44年卒 　齊藤　康範
 　昭和47年卒 　大知　裕
 　昭和52年卒 　西本　義弘
 　昭和51年卒 　山本　正純
 　昭和55年卒 　河野　敏
 　平成 3年卒 　鵜飼　誠晃
 　平成 5年卒 　龍永　和成
 　平成15年卒 　流田　甲子郎
 　平成16年卒 　益田　和幸
監　査 　昭和46年卒 　清水　紀彦
 　昭和54年卒 　中川　隆

平成2年卒   樽本  秀幸
平成6年卒   久保  成史
平成8年卒   渡邉  稔宜

平成14年卒   倉田  信之介
平成15年卒   澤村  隼人

崇徳同窓会役員

活動報告2020年度

活動計画2021年度

2020年
4月 7日　第73回崇徳高等学校入学式〈崇徳学園体育館〉
          　    第74回崇徳中学校入学式〈崇徳学園講堂〉
4月 7日　2019年度同窓会会計監査〈崇徳学園理事長室〉
4月 8日　第1回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　　　　◇2019年度活動報告
          　　　　◇2019年度同窓会決算報告
          　　　　◇2020年度予算について
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
4月17日　崇徳学園歓送迎会〈広島ガーデンパレス〉→中止
4月21日　第2回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉・第1回幹事会
          　    〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度活動報告
          　　　　◇2019年度同窓会決算報告
          　　　　◇2020年度予算について
          　　　　◇幹事の交代について
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
5月21日　宗祖降誕会・開校記念式〈崇徳学園〉
5月23日　関西支部総会〈大成閣〉→中止
6月     　  PTA・同窓会合同懇親会→中止
6月16日　第3回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　    第2回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇2020年度同窓会だよりの発行について
          　　　　◇同窓会名簿・ホームページについて
          　　　　◇2020年度予算について
          　　　　◇その他
7月 4日　関東支部総会〈東京・ホテル機山館〉→中止
7月10日　第4回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　    第3回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会について
          　　　　◇2020年度同窓会だよりの発行について
          　　　　◇同窓会名簿・ホームページについて
          　　　　◇その他

8月 6日　原爆忌
          　    （松田会長・齊藤副会長・河野副会長・中川監査）
8月19日　第5回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　    第4回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会について
          　　　　◇2020年度同窓会だよりの発行について
          　　　　◇広報委員会より今後の活動報告について
          　　　　◇その他
9月15日　第6回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　    第5回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会について
          　　　　◇広報委員会より
          　　　　◇その他
9月26日　2019年度同窓会総会〈崇徳学園講堂〉
10月20日　第6回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020(令和2)年度同窓会総会反省
          　　　　◇広報委員会より
          　　　　◇その他
10月28日　奨学生採用伝達式〈崇徳学園理事長室〉
11月 3日　崇徳祭〈崇徳学園〉→同窓会からの出店は中止
11月10日　第7回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2020年度同窓会だよりの発行について
          　　　　◇同窓会名簿・ホームページについて
          　　　　◇その他
11月28日　報恩講〈崇徳学園体育館〉
          　    （松田会長・森正副会長・鵜飼副会長・中川監査）

2021年
1月26日　第8回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2021年度同窓会の活動について
          　　　　◇広告協賛会計について
          　　　　◇その他
2月28日　崇徳高等学校卒業生表彰式〈崇徳学園体育館〉
3月 1日　崇徳高等学校卒業式〈崇徳学園体育館〉

2021年
4月 7日　第74回崇徳高等学校入学式〈崇徳学園体育館〉
          　    第75回崇徳中学校入学式〈崇徳学園講堂〉
4月     　  崇徳学園歓送迎会〈広島ガーデンパレス〉→中止
4月 9日　2021年度同窓会会計監査〈崇徳学園理事長室〉
5月21日　宗祖降誕会開校記念式〈崇徳学園体育館〉
5月     　  関西支部総会〈大成閣〉→中止
6月     　  PTA・同窓会合同懇親会〈ひろしま国際ホテル〉
7月     　  関東支部総会〈東京・ホテル機山館〉→中止
8月 6日　原爆忌
9月11日　同窓会総会・講演会〈ホテルグランヴィア広島〉→講演会中止

10月     　  奨学生採用伝達式〈崇徳学園理事長室〉
11月 3日　崇徳祭〈崇徳学園〉
11月27日　報恩講

2022年
2月28日　崇徳高等学校卒業生表彰式〈崇徳学園体育館〉
3月 1日　崇徳高等学校卒業式〈崇徳学園体育館〉

※その他必要に応じて正副会長会議・幹事会・各委員会・
　懇親会を開催します。

同窓会事務局
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部　活 大会結果令和3年度 大学・短大・専修学校合格実績

入賞結果
全国選抜大会
【柔道部】
　第42回全国高等学校柔道選手権大会
　▶無差別　　優勝　藤本偉央
　▶66kg級　  出場　都市弦介
　▶73kg級　  出場　田中虎之介

【バレーボール部】
第73回全日本バレーボール選手権大会　２回戦進出

【ボクシング部】
令和2年度第32回全国高等学校ボクシング選抜大会徳島特別大会
　▶ライト級　　　　２位　宮崎栞
　▶ウェルター級　　３位　山下大翔
　▶ライトフライ級　出場　平位建

【体操部】
第36回全国高等学校体操競技選抜大会
　▶個人出場　坂居龍幸

第74回広島県高等学校総合体育大会
【柔道部】　　
　▶団体　優勝　　▶個人　５階級　優勝

【男子剣道部】　
　▶団体　５位　　▶個人　５位

【男子弓道部】　
　▶団体（近的競技）優勝　　▶個人　優勝

【男子空手道】
　▶団体　出場　　▶個人　出場

【バレーボール部】　
　▶優勝

【バスケットボール部】
　▶ベスト16

【男子ラグビー部】　
　▶男子7人制　準優勝

【サッカー部】　　
　▶準優勝

【男子卓球部】　
　▶B級団体　３回戦進出

【男子ソフトテニス部】　
　▶団体出場　　　▶個人出場

【テニス部】
　▶団体出場　　　▶個人出場

【体操競技部】　
　▶団体　優勝　　▶個人　優勝

【男子ボクシング部】　
　▶学校対抗の部　優勝
　▶個人　４階級　優勝

【男子陸上競技部】　　
　▶100ｍ　優勝

【男子自転車競技部】　
　▶学校対抗の部　優勝　　▶個人　３種目　優勝

【バドミントン部】
　▶団体出場　　▶個人出場

【男子ゴルフ部】　大会中止

【女子水泳部】
　▶200ｍ自由形　優勝

【硬式野球部】
第103回全国高等学校野球選手権大会広島県大会　▶ベスト８

【軟式野球部】
第66回全国高等学校軟式野球選手権大会　広島県大会　▶優勝
第66回全国高等学校軟式野球選手権大会　西中国大会　▶準優勝

【アメリカンフットボール部】
第50回関西高等学校アメリカンフットボール選手権大会　▶優勝

令和3年度全国高等学校総合体育大会
【男子自転車競技部】
　▶ケイリン　優勝　田村一暉
　▶ロード　　５位　田村一暉

【柔道部】　
　▶団体　準優勝
　▶個人　100kg超級　 準優勝　藤本偉央
　　　　　100kg級　　 出場　　村戸朱斗
　　　　　 90kg級　　 出場　　小澤陸斗
　　　　　 73kg級　　 出場　　兼藤栄大
　　　　　 66kg級　　 出場　　都市弦介

【男子ボクシング部】
　▶ライト級　　　　準優勝　宮崎栞
　▶ウェルター級　　出場　　山下大翔
　▶ライトフライ級　出場　　清水大生
　▶ミドル級　　　　出場　　原田開地

【バレーボール部】　
　▶ベスト16

【体操競技部】　
　▶団体　12位

【男子陸上競技部】　
　▶4×100ｍリレー　出場
　
【女子水泳部】
　▶出場　下田彩葉

文化部　全国高等学校総合文化祭
【新聞部】
　▶新聞部門　最優秀賞

中学校
【柔道部】
第52回全国中学校柔道大会
　　▶団体　ベスト16
　　▶個人　90kg級　５位　中祖俊輔
　　　　　　81kg級　出場　高橋柔人
　　　　　　73kg級　出場　三河内陸至

【男子剣道部】
第51回全国中学校剣道大会
　▶団体　ベスト16
　▶個人　ベスト16　松原伊吹

国 立 大 学
公 立 大 学

現役 既卒 合計
21
14
35

5
1
6

26
15
41合　　　計

国公立大学合格者数

筑 波
静 岡
名 古 屋
広 島
山 口
愛 媛
九 州
九 州 工 業
長 崎
熊 本

現役大学名 既卒 合計
1
1
1
4
5
4
2
1
1
1
21

2
3

5

1
1
1
6
8
4
2
1
1
1
26国立大学計

国立大学合格者数

富 山 県 立
長 野 県 立
大 阪 市 立
島 根 県 立
尾 道 市 立
県 立 広 島
広 島 市 立
叡 啓
高 知 工 科
北 九 州 市 立
熊 本 県 立

現役大学名 既卒 合計
1
1
1
1
2
2
3

1
1
1
14

1

1

1
1
1
1
2
2
3
1
1
1
1
15公立大学計

公立大学合格者数

名 古 屋
九 州

現役大学名 既卒 合計
1
2
3

1
2
3合　　　計

難関国公立大学合格者数

慶 應 義 塾
早 稲 田
同 志 社
立 命 館
関 西
関 西 学 院

現役大学名 既卒 合計
1
2
14
27
11
4
59

2
9
2
3
16

1
2
16
36
13
7
75合　　　計

早慶・関関同立合格者数

エリザベト音楽
近 畿（東 広 島）
日本赤十字広島看護
比 治 山
広 島 経 済
広 島 工 業
広 島 国 際
広 島 修 道
広 島 都 市 学 園
広 島 文 化 学 園
広 島 文 教
福 山
福 山 平 成
徳 山
徳 山 文 理
松 山
九 州 共 立
九 州 産 業
久 留 米 工 業
西 南 学 院
福 岡
福 岡 工 業
日 本 文 理
沖 縄

現役大学名 既卒 合計
1
14
1
8
29
44
24
43
5
6
4
2
3
2
2
1
2
1
1
1
8
5
2
1
439

4

2
5
1
8
10
2

1

85

1
18
1
10
34
45
32
53
7
6
5
2
3
2
2
1
2
1
1
1
8
5
2
1
524私立大学計

広島文化学園短期
現役大学名 既卒 合計
1
1 0

1
1短期大学計

短期大学合格者数

防 衛 大 学 校
現役大学名 既卒 合計
1
1 0

1
1大学校計

文科省管轄外大学校

名 古 屋 学 芸
南 山
名 城
至 学 館
皇 学 館
京 都 外 国 語
京 都 先 端 科 学
京 都 産 業
同 志 社
立 命 館
龍 谷
追 手 門 学 院
大 阪 学 院
大 阪 経 済
大 阪 経 済 法 科
大 阪 工 業
大 阪 産 業
大 阪 人 間 科 学
関 西
関 西 外 国 語
関 西 福 祉 科 学
近 畿
摂 南
羽 衣 国 際
阪 南
桃 山 学 院 教 育
関 西 学 院
関 西 国 際
関 西 福 祉
甲 南
神 戸 医 療 福 祉
神 戸 学 院
神 戸 国 際
奈 良
岡 山 理 科
環 太 平 洋
倉 敷 芸 術 科 学

現役大学名 既卒 合計
1

2
1
1
1
1
4
14
27
27
1

5
3
1
11
1
1
16

1
2
2
4
1
1
1
1
1
1
1
8
1
3

1

4
2
9
2

1
2
1

2

6
1

3

1

1

1

1
1
2
1
1
1
1
8
16
36
29
1
1
2
1
5
3
1
13
1
1
22
1
1
2
2
7
1
1
2
1
2
1
1
9
1
3

東 京 国 際
明 海
千 葉 工 業
青 山 学 院
桜 美 林
学 習 院
慶 應 義 塾
工 学 院
國 學 院
駒 澤
順 天 堂
成 蹊
専 修
多 摩
玉 川
中 央
帝 京
東 海
東 京 経 済
東 京 工 科
東 京 都 市
東 京 農 業
東 京 薬 科
東 京 理 科
東 洋
二 松 学 舎
日 本
日 本 体 育
法 政
武 蔵 野
明 治
明 星
立 教
早 稲 田
神 奈 川
朝 日
中 京

現役大学名 既卒 合計
1

3
2
1

1
3
1
1
1
5
5
1
1
6
2
2

1
3
2
1
2
6
1
4
2
5
2
5

2
2
2
3
4

1

1

5

1

1
1

1

2

1
1

1
1
3
2
1
1
1
3
1
1
1
5
10
1
1
7
2
3
1
1
4
2
1
2
6
1
6
2
5
2
6
1
2
2
2
3
4

私立大学合格者数
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ホ
テ
ル
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ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

〒
7
3
2
‐
0
8
2
2 

広
島
市
南
区
松
原
町
1
番
5
号

電
話（
0
8
2
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6
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‐
1
1
1
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代
表
）

同
窓
会
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益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す

興
仁
道
場  
柔
道
教
室

広
島
市
西
区
楠
木
町
四
丁
目
15
番
13
号 

崇
徳
学
園
柔
道
場

電
話
0
8
0
‐
4
5
5
1
‐
4
4
4
1

前
野 

慎
太
郎

（
平
成
21
年
卒
）

徳
井
　 

彬
人

（
平
成
21
年
卒
）

合
田
　 

心
平

（
平
成
23
年
卒
）

香
川
　 

力
斗

（
平
成
21
年
卒
）

荒
木
　 

雄
太

（
平
成
18
年
卒
）

山
口
県
岩
国
市
川
下
町
一
丁
目
8
‐
37

電
話（
0
8
2
7
）2
1
‐
3
0
9
1

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
清
誓
寺

住

職

 

清

水

 
光

晴

（
平
成
４
年
卒
）
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鍋
田
　 

優
介

（
平
成
21
年
卒
）

五
百
蔵 

祐
輔

（
平
成
23
年
卒
）

田
中
　 

荘
厳

（
昭
和
58
年
卒
）

森
正 

耕
太
郎

（
昭
和
31
年
卒
）

坂
尾
　 

知
昭

（
平
成
14
年
卒
）

渡
邊 

　
裕
一

（
平
成
21
年
卒
）

同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す

難
波
　 

貴
史

（
平
成
21
年
卒
）

笹
川
　 

貴
史

（
平
成
21
年
卒
）

美
川
　 

　
翔

（
平
成
21
年
卒
）
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鶴
田
　 

恵
人

（
平
成
22
年
卒
）

加
田
野
　 

諒

（
平
成
21
年
卒
）

井
上
　 

翔
太

（
平
成
20
年
卒
）

金
本 

　
翔
平

（
平
成
21
年
卒
）

鷹
木
　 

仁
志

（
平
成
21
年
卒
）

花
谷 

　
祐
司

（
平
成
21
年
卒
）

佐
々
木 

翔
太

（
平
成
22
年
卒
）

尾
立
　 

隆
義

（
平
成
22
年
卒
）

絹
谷
　 

真
人

（
平
成
21
年
卒
）
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木
本
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木
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極

（
昭
和
43
年
卒
）

小
早
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科
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（
昭
和
48
年
卒
）
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す

※

名
刺
に
携
帯
番
号
の
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が
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も
の
は

　
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、削
除
を
し
て
お
り
ま
す
。

崇
徳
学
園
同
窓
会
一
同

八
丁
堀
歯
科
医
院

前
田
　 

英
治

（
昭
和
40
年
卒
）

ひ
ま
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り
歯
科
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本 

　
佳
明

（
昭
和
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年
卒
）

平
野
歯
科
医
院

平
野
　 

隆
司

（
昭
和
49
年
卒
）
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二
葉
山　

万
古
（
ば
ん
こ
）
に
繁
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太
田
川　

千
歳
（
せ
ん
ざ
い
）
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し

そ
の
山
の
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（
す
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び
）
を
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そ
の
川
の
滄
波
（
そ
う
は
）
に
伏
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て

大
芝
の
堤
に
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つ
は
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徳
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わ
れ
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の
学
園
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（
り
ゅ
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こ
く
）
の
流
れ
を
汲
み
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末
広
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聖
（
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）
の
教
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そ
の
蔭
に
茂
る
撫
子
（
な
で
し
こ
）

育
（
お
お
）
し
立
つ
る　

清
き
団
欒
（
ま
ど
い
）
ぞ

御
恵
（
み
め
ぐ
）
み
を
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に
し
め
て

朝
夕
に
研
け
知
徳
を


